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○評価委員会コメント 

強み： 

⚫ COVID-19 の影響で困難な状況下にあっても、研究期間延長の末 APac チームの韓国側と共に

免疫細胞解析を行い、解析した結果を投稿中までこぎつけ、着実な研究成果を得たことは高く評

価出来る。 

弱み： 

⚫ COVID-19 の影響もあり日本側の研究が計画通りに進めなかった点は残念である。米国サブチー

ムの HAV エピトープに供する日本側への材料提供も実行されなかった点も併せて残念である。米

国パートナーの必要性は不明であり、本事業の日米医学協力計画の観点では評価し難く、今後

の発展についても疑問が残る。 

⚫ 肝炎の病態をより正確に評価する点でも肝生検は欠かせないと思われる。血中因子と免疫細胞の

みの解析では、直接的な肝障害を評価する上で不充分なのではないだろうか？この点をクリアして

更なる研究発展を望みたい。


